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出 席 理 事   田中 浩一 
出 席 理 事  杉浦 康行 
出 席 理 事  今井 正人 
出 席 理 事  石原 誉志美 
出 席 理 事  西谷 由美子 
出席理事  橋村 正人 
出 席 理 事  畑 七奈子 
出 席 理 事  明壁 均 
出 席 理 事  犬塚 斉 
出 席 理 事  平松 慶一 
出 席 監 事  山﨑 正夫 
出 席 監 事  岡田 元 
 
 

６．司会者   柴田 典子 庶務部長 
 

 
７．開会の辞  刑部 恵介 副会長 
 
 
８．会長挨拶  藤田 孝 会長 
 
 
９．総会役員選出 
  （１）議長選出について 

柴田 典子 庶務部長から議長に 平田基裕（医療法人青山病院）氏の推薦があり、

満場一致をもって承認された。 
 

  （２）書記任命について 
議長から 鈴木 健太郎（社会医療法人 大雄会 総合大雄会病院）氏 、 
大根 久美子（名古屋市立大学病院）氏の推薦があり、満場一致をもって承認

された。 
 

  （３）資格審査委員、議事運営委員任命について 
     議長から以下の会員が指名され、満場一致をもって承認された。 
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尾張西 伊藤 保博 藤田医科大学ばんたね病院 
尾張北 藤田 智洋  小牧市民病院 
尾張東 川本 洋平 公立陶生病院 
尾張南 牛田 展浩 社会医療法人宏潤会 だいどうクリニック 
知多  坂野 俊和 あいち小児保健医療総合センター 
西三河 安藤 嘉崇 藤田医科大学医療科学部 
東三河 長谷川 正和 JA 愛知厚生連 渥美病院 
理事  小木曽 美紀 日進おりど病院 
理事    西谷 由美子   社会医療法人大雄会 総合大雄会病院 

 
  （４）議事録署名人選任について 

議長から 木村 圭祐 （医療法人徳洲会名古屋徳洲会総合病院）氏、 
宇野 志保（JA 愛知厚生連 豊田厚生病院）氏の推薦があり、満場一致をも

って承認された。 
 
 

１０．総会成立宣言 
上記の通り社員の出席があったので、議長により本定時総会の成立が宣言され、議

案審議に入った。 
 
 

１１．議事 
  （１）議案審議 
     １）第１号議案 令和 4年度事業報告 

令和 4年度（事業年度；令和 4年 4月 1 日から令和 5年 3月 31 日まで）

の事業について、藤田 孝 会長から全体の概要について報告があり、以

下、総務部門については 夏目 久美子 副会長から、学術部門と臨床検査標

準化事業については内田 一豊 副会長から、渉外部門については 刑部 恵介 
副会長から、各々議案書に従って詳細な説明があった。 
 
次いで挙手で賛否を問うたところ、賛成 82 名、反対 0 名、議決権留保 0
名であった。議決権行使書による賛成は1,916名、反対は11名であった。

よって、賛成多数で承認された。 
 
 

     ２）第 2号議案 令和 4年度会計報告 
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令和 4年度（事業年度；令和 4年 4月 1 日から令和 5年 3月 31 日まで）

の決算について、石神 弘子 会計部長から、議案書に従い下記書類の説明

があった。 
１．貸借対照表 
２．損益計算書（正味財産増減計算書） 
３．損益計算書（正味財産増減計算書）の附属書類 
４．財産目録 

 
       令和 4年度監査報告 
       山﨑 正夫 監事から、令和 4年度（事業年度；令和 4年 4月 1 日から令和

5年 3月 31 日まで）の理事の職務執行および上記書類について綿密に監

査を行った結果、いずれも正確、適法かつ妥当であることを認めた旨の報

告があった。 
 

第 2号議案について挙手で賛否を問うたところ、賛成 82 名、反対 0 名、

議決権留保 0名であった。議決権行使書による賛成は 1,916名、反対は 11
名であった。よって、賛成多数で承認された。 

 
 
     ３）第 3号議案 令和 5年度役員の補欠選任 

夏目 久美子 副会長より、理事 今井 正人 氏が一身上の都合により令和 5
年 6月 18 日を持って辞任するため、その後任の役員の補欠選任を行うこ

とが報告された。理事の選任手続きについて定款第 19条3項の規定に従

い審議を行うこと、補欠理事の任期は定款第 28条2項により前任者の残

存期間である令和 6 年度定時総会までとなる事の説明がされた。次いで 
中村 広基 役員推薦委員長から、補欠理事として 笹木 優賢氏（藤田医科

大学病院）の推薦提案がされた。  

         
挙手で賛否を問うたところ、賛成 82 名、反対 0 名、議決権留保 0 名であ

った。議決権行使書による賛成は 1,900 名、反対は 27名であった。よっ

て、賛成多数で承認された。  

  
       なお、被選任者は、その就任を承諾した。  
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  （２）報告事項 
     １）令和 5年度事業計画 

令和 4年度（事業年度；令和 5年 4月 1 日から令和 6年 3月 31 日まで）

の事業計画について、藤田 孝 会長から議案書に従って説明があり、引き

続き総務部門については 夏目 久美子 副会長から、学術部門については内

田 一豊 副会長から、渉外部門については 刑部 恵介 副会長から議案書

に従って説明があった。 
 
 

     ２）令和 5年度収支予算 
令和 5年度（事業年度；令和 5年 4月 1 日から令和 6年 3月 31 日まで）

の収支予算書について、石神弘子会計部長から、議案書に従い説明があっ

た。 
 
 
     ３）その他 

柴田 典子 庶務部長から、その他の報告事項はない旨の報告があった。 
 
 
     議長は、以上をもって議案審議が終了した旨を宣言し、書記及び資格審査委 
     員、議事運営委員を解任し、自ら議長を解任した。 
 
 
１２．会員からの意見・要望 

会場の 稲垣 勇夫 氏（名誉会員）より、事務所保管の中部圏支部学会抄録集の複写

について、文献として公開されているものなので複写を許可すべきではないかとの

意見があった。藤田会長より、文書の取扱いについて規程等の確認をし、時代に沿

ったものとすべきと考え検討するとの回答がされた。 
また、事前議決権行使をした会員より、「事前議決権行使を推奨するのであれば不

具合が起きないようなシステムの改善を要望する」、「棄権という選択枝を追加して

欲しい」との意見があったことが 柴田 典子 庶務部長より報告された。藤田会長

より、システムについては技師会として作成準備をしており、その都度修正をし、

利用しやすいシステムに改良対応していく方針であるとの回答がされた。棄権とい

う選択肢については、定時総会での議決は技師会活動の根幹をなすものであり、棄

権という選択肢ではなく、会員の意思を反映しやすい方法を検討したいとの回答が

あった。 



6 
 

 
 

１３．来賓挨拶 
   愛知県保健医療局生活衛生課課長 垣添 寛和 氏に出席いただき、保健医療局長  

吉田 宏 氏 よりの祝辞を代読していただいた。 
  
 
１４．表彰式 
   第 21回愛知県医学検査学会学術奨励賞 3 名、および永年職務精励者 50 名（内、 

参加者 5 名）の表彰状および記念品の授与を行った。 
 
 
１５．閉会の辞  内田 一豊 副会長 
 
 
 
 
 
令和 5年 6月 19日 












